
海と日本プロジェクト 

映画「氷川丸ものがたり」上映会in横浜 

・上映会とミニトーク 

・作文コンクール 

主催／100万人の「氷川丸ものがたり」上映を支援する会 

100万人の「氷川丸ものがたり」上映を支援する会は、日本財団「海と日本プロジェクト」の助成を受けて、次世代へ海を引き継ぐため、
海を介して、人と人とがつながることを目的として、本事業を実施しています。 



映画「氷川丸ものがたり」上映会in横浜・保土ヶ谷区 
 
 

9月22日（木・祝） 保土ヶ谷公会堂 
 

上映会前のミニトークでは、第28代氷川丸船長の

金谷範夫氏にご登壇いただきました。氷川丸の歴
史や船上の仕事などを子どもたちにも分りやすい
言葉で丁寧にお話しいただきました。 
大雨注意報にもかかわらず370名が参加してくだ
さいました。 
 
＜参加者の声＞ 
船長の話を聞いてから観たので良くわかった。 
孫と一緒に来た、家族で氷川丸のことを話せる機
会になった。 
 



映画「氷川丸ものがたり」上映会in横浜・金沢区 
 
 

9月24日（土） 横浜市金沢産業振興センター 
 

上映会前のミニトークでは、元大型船国際航路船
長、現在一般社団法人海洋会会長 山本勝氏にご

登壇いただきました。氷川丸の歴史を通して、この
映画で船の仕事の重要性や海の大切さを改めて
考えるきっかけにしてほしいと話されました。 
雨にもかかわらず129名が参加してくださいました。 
 
＜参加者の声＞ 
横浜に住んでいて氷川丸にこんな歴史があったこ
とを知らなかった。 
感動して涙がでました。 
 



映画「氷川丸ものがたり」上映会in横浜・旭区 
 
 

9月25日（日） 旭公会堂 
 

上映会前のミニトークでは、 「氷川丸ものがた

り」原作者で映画製作者でもある、伊藤玄二
郎氏にご登壇いただきました。なぜこのものが
たりを子どもたちに伝えたかったかなどお話い
ただきました。 
171名が参加してくださいました。 
 
＜参加者の声＞ 
氷川丸にこんな歴史があったことを知らなかっ
た。 
次郎のような立派な船乗りになりたい。 
船長さんがみんなを守ってくれた。 



映画「氷川丸ものがたり」上映会in横浜・中区 
 
 

10月1日（土） 県民共済みらいホール 
 

上映会前のミニトークでは、 「氷川丸ものがたり」

原作者で映画製作者でもある、伊藤玄二郎氏に
ご登壇いただきました。なぜこのものがたりを子ど
もたちに伝えたかったかなどお話いただきました。 
238名が参加してくださいました。 
 
＜参加者の声＞ 
自分が勤めている会社が氷川丸を造った会で誇
りをもっている、子どもたちにこの映画を観せて感
じてもらいたかった。 
氷川丸の歴史を知らなかった。帰りに氷川丸に行
きます。 
 



映画「氷川丸ものがたり」上映会in横浜・西区 
 
 

10月2日（日） 横浜市教育会館 
 

上映会前のミニトークでは、第28代氷川丸

船長の金谷範夫氏にご登壇いただきました。
氷川丸の歴史や船上の仕事などを子どもた
ちにも分りやすい言葉で丁寧にお話しいた
だきました。 
160名が参加してくださいました。 
 
＜参加者の声＞ 
船長になりたい。 
氷川丸の歴史を初めて知った。 
氷川丸みたいに強い船を造ってみたい。 
 



映画「氷川丸ものがたり」上映会in横浜・泉区 
 
 

10月30日（日） 泉公会堂 
 

上映会前のミニトークでは、 「氷川丸ものが

たり」原作者で映画製作者でもある、伊藤玄
二郎氏にご登壇いただきました。なぜこのも
のがたりを子どもたちに伝えたかったかなど
お話いただきました。 
328名が参加してくださいました。 
 
＜参加者の声＞ 
大変感動しました、子どもと氷川丸に行って
みます。 
船乗りになって大きな船を動かしてみたい。 
戦争中、船はいろんな役目を果たしていたん
だと思った。 



映画「氷川丸ものがたり」上映会in横浜 
 
 

作文コンクール 
 

審査会 
2016年12月12日、最終選考審査会が行われました。学

年のみオープンにしての審査です。各審査員より候補作
を挙げてもらい、討論が重ねられ、各賞が決定しました。 
表彰式 
2017年2月19日、氷川丸の船内で行いました。1名を除
いた入賞者と保護者を含め62名が参加してくれました。

船長さんから一人ひとりに、表彰状と盾、記念品が授与
されました。 

テーマ：横浜、海そして氷川丸    応募資格：横浜市内通学の小・中学生 

審査員：山崎洋子（作家）、太田治子（作家）、伊藤玄二郎（エッセイスト･「氷川丸ものがたり」原作者）、衛藤征史郎（海事振興連盟会長）、 

 山本勝（海洋会会長）、金谷範夫（第28代氷川丸船長） 

賞：小学生の部･中学生の部、各部につき最優秀賞１作品、優秀賞3作品、入賞5作品、学校賞１校。 

応募締切：2016年11月20日  発表：2016年12月20日  表彰式：2017年2月19日（会場 氷川丸船内） 



 
 
 

映画「氷川丸ものがたり」上映会in横浜 作文コンクール  受賞者 

  

■小学生の部 

最優秀賞  作品名：横浜 最高！  受賞者：諏訪文音（６年 旭区） 

優  秀  賞    作品名：わたしと氷川丸 受賞者：松本茉莉花（２年港南区） 

        作品名：「氷川丸ものがたり」をみて 受賞者：竹 伶子（３年金沢区） 

                   作品名：氷川丸の活やく  受賞者：横山倖太郎（４年泉区） 

入        賞    作品名：知ってる、氷川丸のこと     受賞者：古谷宇海（６年金沢区） 

                   作品名：氷川丸ものがたりを見て   受賞者：山本詩葉（４年戸塚区） 

                   作品名：横浜、海そして氷川丸 受賞者：村上真尋（５年西区） 

                     作品名：氷川丸ものがたり 受賞者：實川瑞貴（３年泉区） 

                   作品名：氷川丸との努力・一生 受賞者：村上和菜（５年旭区） 

学  校  賞    横浜市立岡津小学校 

■中学生の部 

最優秀賞  作品名：「氷川丸ものがたり」を読んで  受賞者：長尾真侑（３年都筑区） 

優  秀  賞     作品名：貨客船氷川丸 受賞者：内海雄太（３年神奈川区） 

                    作品名：氷川丸ものがたりを観て 受賞者：高橋力大（3年町田市） 

                    作品名：小さくて大きなものがたり 受賞者：小出真穂（３年緑区） 

入        賞   作品名：私と氷川丸 受賞者：山本萌葉（１年戸塚区） 

                    作品名：氷川丸ものがたり 受賞者：金田 樹（１年あきる野市） 

                    作品名：横浜の海の主役“氷川丸” 受賞者：中村唯稀乃（２年旭区） 

                    作品名：ぼくにとっての氷川丸 受賞者：田中温人（３年青葉区） 

                    作品名：氷川丸ものがたりを観て 受賞者：月舘苑花（３年町田市） 

学  校  賞     星槎中学校 

 

●総 評 

 確実に時は流れている。作品を寄せた子どもさんたちは戦争という言葉の響きに全く実感がなかったという。しかし、本を読み映画を観てそ

の悲惨さに触れ、平和を考える大きなきっかけになったという。 

 また、海、そしてその上を走り異国の文化と人を運ぶ船に夢と冒険心を覚えたと書いた作品も多かった。この取り組みが、海洋国日本にとっ

て多くの子ども達が海そして安全に航海ができる平和の大切さを知るいい機会になったと思う。 

伊藤 玄二郎（『氷川丸ものがたり』原作者 、アニメーション映画「氷川丸ものがたり」製作者）  

 



映画「氷川丸ものがたり」上映会in横浜 作文コンクール  受賞作 
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